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【目的】演者 らは 、 高度不飽和脂肪酸 IPUFA）に特異性を示す リパ ・一一　liの 検索を行い
、

PUFA の エ ス テル に よく作用する リバ ー・一　tiを産生 する 込 伽 o鵬 cens 　HU380 株 を分離 した

こ とを既に 報告 しだ ）
。 そ こで HU380 株 の 産生する リパ ーゼの精製を行い 、諸性質を検討

した の で 報告す る 。

【方法】HU38 ◎株 をグ リセ ロ ール と肉エ キス を含む液体培地にて培養 し、 培養液の 遠心

上清 に プ ロ テ アーゼの 阻害剤 として ひ phenanthrolineを加 え、 限外濃縮、　 Pheny1−toyopearl、

DBAE ，Sepharose、 Mono −Qの各クロ マ トグラフ ィ
ーに よ り精製 を行 っ た 。

【結果】精製酵素の 分子量 は SDS −PAGE で約 64，000 、 Native−PAGE で は分子量約

130，000 の 単一バ ン ドとして 検出 された 。 本酵素の至適温度は 45 ℃ 、 至適 pH は 8．5で

60分閥の 熱処理で は40℃まで 、 30℃ のpH 処理で は pH　6 か らpH　7 の 間で 安定 であ っ た。

また 、 本酵素は EIγrA お よび Z詑 ，
　Cuh ，　F♂

＋

，
　F♂ ，

　Nim
，
　CelFで 阻害され C♂ で 活性化 さ

れ た 。 グ リセ リ ドの 位置に対する特異性は 、 主に 1、3位 に作用 し 、 わずか に 2位 に も作

用す る こ とがわか っ た 。
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【目　的】

　土壌 より分離 され た Pseu（加 10ηa5属細菌LP7315が巌生 す る耐熱性モ ノ グ リセ リ ドリ

パ ーゼ （M6L ） を精製 し、 その 諸性質を明 らか に した 。

【方法と結果】

　MGL は硫安分 画後 、
　 DEAE 　TOYOPEARL 　650に か け 、 そ の 素通 り画分 を1Crc　SDS （1

下 で ポ リア ク リル ア ミ ド電気泳動 （rii埜酢店製 、 分取型ス ラブ電気泳動装置 PES 　NA −

P）を行い
、 活性 画分 を抽出 し電気泳動的 に 栄

一
に まで 精製 した 。 比活性 は約 8 倍 に ヒ

昇 した 。 酵素の 分子量は 、 約 148，000 （SDS −PAGE ）で あ っ た 。 聚適反応 pH は 8 − 9 （基

質 ；PNPL ） 、 至適温度は 70 ℃で あ っ た 。 また 、 65 ℃、 1 時間処理で は pH7
− 8

で 安定で あ っ た。 HgCh 、
　pcMB 処理に よっ て も、 そ れぞ れ 72 ％、 90 ％ の 以 lr．の 活

性 を雄持 して い た。 また 、
モ ノ グ リセ リ ド加水分解反 応にお ける ア シ ル 基の 長 さの 影

響 嶺調尽たとこ ろ 、 モ ノ ミリス チ ン の 場合が最 も高 い 活性 を示 した 。 モ ノ パ ル ミチ ン

合成反応 に 及ぼす諸因子を検討 した とこ ろ 、 グ リセ リン ／パ ル ミチ ン酸比 の 影響 が 最

も顕著で あ り、 比が高い ほ ど合成収率 、 合成速度ともに増加 した 。
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